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and Kalnay, 1993; Buizza and Palmer, 1995)、その
後、予報モデルの物理過程のパラメタリゼーシ





























                                                     
1 平成 28年現在、別々に運用している週間 EPS、台風






















SSTf(T0;tf)－SSTa(T0 )=SSTｃ(T0 + tf)－SSTc(T0 )  
ここで SSTf(T0;tf) は初期時刻T0、予報（積分）
時間 tf の大気モデルに与えるSSTの予測値、






















































を指す（Leutbecher and Palmer (2008) での 































































                                                     
2  Ti は気候学的分布が変わらないと仮定できる程度に初
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図 3 2013年 8月実験における（上段）顕熱フラックス及び（下段）潜熱フラックスの（左）コントロール
（非摂動）ランの参照実験からの差の平方根 2 乗平均と（右）アンサンブル・スプレッド。積分時間 0
～6時間の平均値。単位は Wm-2。 
 
図 1 2014 年 1 月 1 日 12UTC 初期値の偏差固定
SST予報（3日予報）の対解析誤差。単位は K。 
 
図 2 2014年 1月 1日初期日に用いられたあるメ





図 4 2013年 8月実験における（上段）アンサンブル平均予報と参照実験の差の平方根 2乗平均と（下段）
アンサンブル・スプレッド。要素は（左）850hPa 気温、（中）500hPa 高度、（右）250hPa 東西風で、い
ずれも 5日予報のもの。単位は左から K, m, m/s。 
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